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「
海
の
駅
」
が
沖
縄
で
初
登
録
!!
 

 

SHIGOTONO*MADO

07
運輸部 

沖
縄
「
海
の
駅
」
設
置
推
進
会
議
の
設
立
総
会
を
開
催 

01
02

           　
去
る
２
月
22
日
、
沖
縄
「
海
の
駅
」

設
置
推
進
会
議
（
以
下
「
推
進
会
議
」

と
い
う
。）
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、

沖
縄
総
合
事
務
局
管
内
に
お
い
て
初
め

て
、「
海
の
駅
」
が
設
置
・
登
録
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
登
録
さ

れ
た
の
は
次
の
５
駅
で
す
。 

①
ぎ
の
わ
ん
マ
リ
ー
ナ
海
の
駅
 

（
宜
野
湾
市
の
宜
野
湾
港
マ
リ
ー
ナ
）
 

②
お
き
な
わ
マ
リ
ー
ナ
海
の
駅
 

（
沖
縄
市
の
沖
縄
マ
リ
ー
ナ
）
 

③
い
と
ま
ん
海
の
駅
 

（
糸
満
市
の
糸
満
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
） 

④
ま
ん
ざ
ビ
ー
チ
海
の
駅
 

（
恩
納
村
の
万
座
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
） 

⑤
も
と
ぶ
元
気
村
海
の
駅
 

（
本
部
町
の
も
と
ぶ
元
気
村
）
 

 　
「
海
の
駅
」
は
、
「
海
か
ら
、
誰

で
も
、
気
軽
に
、
安
心
し
て
立
ち
寄

り
、
利
用
で
き
る
港
（
場
）
」
で
あ

り
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
マ
リ
ー

ナ
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
等
の
既
存

の
施
設
の
活
用
を
前
提
に
、
相
互
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
 

 
舟
艇
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
振
興
等
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
「
海
の
駅
」
は
、
当
初
、

瀬
戸
内
海
地
区
の
地
域
的
な
事
業
と

し
て
平
成
14
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
国
土
交
通
省
の
主

唱
す
る
事
業
と
し
て
全
国
展
開
さ
れ
、

現
在
で
は
全
国
で
87
駅
（
沖
縄
の
５

駅
を
含
む
）
を
数
え
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。
 

　
「
海
の
駅
」
の
設
置
拡
大
の
母
体

と
な
る
推
進
会
議
は
、
登
録
会
員
（
マ

リ
ー
ナ
等
の
５
登
録
施
設
の
管
理
者
）

お
よ
び
特
別
会
員
（
港
湾
・
漁
港
等

を
管
理
す
る
自
治
体
及
び
観
光
・
舟

艇
関
係
の
業
界
団
体
）
等
で
構
成
さ

れ
、
運
輸
部
船
舶
船
員
課
が
事
務
局

を
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の

推
進
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
、
「
海
の
駅
」
を
本

島
周
辺
の
離
島
及
び
宮
古
・
八
重
山

地
域
に
ま
で
拡
大
し
て
い
く
予
定
で

す
。
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